
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

杜鵑

ブラックドッグ
ノイマン

暗殺者

20代に見える

命令

名家

吸血

裏切り

刺青師

男性？

39

同行者

2
1
4
1

0
1
0
0

2
0
0
1

4
2
4
2

42
8
8
13
26

4 1
1 1

二輪 人体 裏社会2 2 1

アームブレード
アームブレード
アームブレード
アームブレード

白兵
白兵
白兵
白兵

4r+3
4r+3
4r+3
4r+3

3
3
3
3

9
9
9
9

この武器による攻撃に対してガードが行われた場合、対象のガード値を-5してダメージを算出する。

0 0

父親
同僚

玉野椿
ハヴェル
大河誠一
高季道
小龍

懐旧
慈愛
懐旧
有為
慈愛
慈愛
同情

無関心
偏愛

無関心
不信感
偏愛
偏愛
偏愛

バイク

6 1

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ノイマン

アームズリンク

ハードワイヤード

マルチウェポン

ヴァリアブルウェポン

ペインエディター

シークレットポケット

ショート

★

0

1

1

4

1

1

2

1

1

-

1d10

2

2

-

3

3

-

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャーアクション

常時

メジャー

メジャー

常時

常時

メジャーアクション

視界

-

-

武器

至近

武器

武器

至近

至近

視界

シーン

自身

-

-

自身

-

－

自身

自身

効果参照

自動

自動

-

対決

自動成功

対決

対決

自動成功

自動成功

自動成功

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

組み合わせた判定のクリティカル値を-LVする(下限値7)。

このエフェクトを組み合わせ判定のダイスを+Lv個する。

自身はブラックドッグ専用アイテムからLv個選択し、常備化できる。このエフェクトは侵蝕率によるレベルアップの効果を受けない。このエフェクトを取得した場合、侵蝕率基本値が+4される。

同じ技能で扱う武器の攻撃力をふたつ合計して使用できる。ふたつの武器は両方とも装備していなければならない。射程はもっとも短いもの、攻撃範囲はもっとも狭いものを適用する。同一エンゲージに攻撃できない武器と攻撃できる武器を組み合わせた場合は、前者に従う。

このエフェクトは《マルチウェポン》と組み合わせて使用する。自身が所持している、攻撃に使用する武器と技能が同じ武器からLV個選択すること。組み合わせた攻撃の攻撃力に+[選択した武器の攻撃力の合計]する。選択した武器はそのメインプロセスの最中、装備しているものとして扱う。

自身の最大HPを+[Lv*5]する。このエフェクトは侵蝕率によるレベルアップの効果を受けない。このエフェクトを取得した場合、侵蝕率基本値が+3される。

身体のどこかに小さなものを隠しておけるエフェクト。「種別：その他」のアイテムを、LV個まで隠しておくことができる。もし誰かが隠しているものを見つけようとした場合、〈知覚〉同士による対決を行うこと。また、GMはそのアイテムが適切でないと判断したなら、隠せないとしてもよい。

過電流によってコンピュータ端末やビデオカメラなど電源を必要とする機械をひとつ故障もしくは破壊するエフェクト。GMは必要と感じたなら、〈RC〉による判定を行わせてもよい。

dùjuān(ズージァン)

人里離れたこの世の畔で、刺青屋を営む男。
どこからいつから在るのかは誰に聞いても答えはないが、それに興味を持つ者も少ない。
他者にとって有用なのは人の身体に絵図を描く技術を、人の体を弄くる技術。
人間らしき見かけをしている通り、人間の身体のつくりには詳しいらしい。
それさえわかっているならば、誰も困ったりはしないものだ。
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